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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 12月 2日 (2005.12.2)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 燃 料 電 池 を 電 源 に 使 用 す る 電 子 機 器 に お い て 、
　 前 記 燃 料 電 池 が 発 生 す る 電 圧 を 検 出 す る 電 圧 検 出 手 段 と 、
　 前 記 燃 料 電 池 の 燃 料 残 量 を 検 出 す る 燃 料 残 量 検 出 手 段 と 、
　 前 記 燃 料 電 池 の 酸 化 剤 濃 度 を 検 出 す る 酸 化 剤 濃 度 検 出 手 段 と 、
　 前 記 電 圧 検 出 手 段 、 前 記 燃 料 残 量 検 出 手 段 、 ま た は 酸 化 剤 濃 度 検 出 手 段 の 検 出 結 果 に 基
づ い て 、 前 記 燃 料 電 池 の 状 態 を 判 定 す る 判 定 手 段 と 、
　 前 記 判 定 手 段 の 判 定 結 果 に 基 づ い て 、 前 記 酸 化 剤 濃 度 を 大 き く す る た め に 、 前 記 酸 化 剤
を 補 給 す る 酸 化 剤 補 給 手 段 と
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 酸 化 剤 補 給 手 段 は 、 前 記 判 定 手 段 に よ り 、 前 記 酸 化 剤 濃 度 が 所 定
の 酸 化 剤 濃 度 基 準 値 よ り 小 さ い と 判 定 さ れ た 場 合 、 前 記 酸 化 剤 濃 度 が 高 く な る よ う に 、 前
記 酸 化 剤 を 補 給 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 機 器 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 酸 化 剤 の 補 給 の 開 始 を 制 御 す る 制 御 手 段 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 酸 化 剤 補 給 手 段 は 、 前 記 判 定 手 段 に よ り 、 前 記 酸 化 剤 濃 度 が 所 定 の 酸 化 剤 濃 度 基 準
値 よ り 小 さ い と 判 定 さ れ 、 か つ 、 前 記 制 御 手 段 に よ り 前 記 酸 化 剤 の 補 給 が 開 始 さ れ る 制 御
が さ れ た 場 合 、 前 記 酸 化 剤 濃 度 が 高 く な る よ う に 、 前 記 酸 化 剤 を 補 給 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 機 器 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 判 定 手 段 は 、 前 記 電 圧 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 前 記 電 圧 が 、 所
定 の 電 圧 基 準 値 よ り 小 さ い か 否 か を 判 定 す る と と も に 、 前 記 酸 化 剤 濃 度 検 出 手 段 に よ り 検
出 さ れ た 前 記 酸 化 剤 濃 度 が 、 所 定 の 酸 化 剤 濃 度 基 準 値 よ り 大 き い か 否 か を 判 定 し 、 前 記 電



圧 が 前 記 電 圧 基 準 値 よ り 小 さ く 、 か つ 、 前 記 酸 化 剤 濃 度 が 前 記 酸 化 剤 濃 度 基 準 値 よ り 小 さ
い と 判 定 さ れ た 場 合 、 前 記 酸 化 剤 濃 度 が 薄 い 状 態 で あ る と 判 定 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ， ２ ま た は ３ に 記 載 の 電 子 機 器 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 燃 料 電 池 を 電 源 に 使 用 す る 電 子 機 器 の 動 作 制 御 方 法 に お い て 、
　 前 記 燃 料 電 池 が 発 生 す る 電 圧 を 検 出 す る 電 圧 検 出 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 燃 料 電 池 の 燃 料 残 量 を 検 出 す る 燃 料 残 量 検 出 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 燃 料 電 池 の 酸 化 剤 濃 度 を 検 出 す る 酸 化 剤 濃 度 検 出 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 電 圧 検 出 ス テ ッ プ の 処 理 、 前 記 燃 料 残 量 検 出 ス テ ッ プ の 処 理 、 ま た は 酸 化 剤 濃 度 検
出 ス テ ッ プ の 処 理 に よ る 検 出 結 果 に 基 づ い て 、 前 記 燃 料 電 池 の 状 態 を 判 定 す る 判 定 ス テ ッ
プ と 、
　 前 記 判 定 ス テ ッ プ の 処 理 に よ る 判 定 結 果 に 基 づ い て 、 前 記 酸 化 剤 濃 度 を 大 き く す る た め
に 、 前 記 酸 化 剤 を 補 給 す る 酸 化 剤 補 給 ス テ ッ プ と
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 の 動 作 制 御 方 法 。

　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 燃 料 電 池 を 電 源 に 使 用 す る 電 子 機 器 に お い て 、
　 前 記 燃 料 電 池 が 発 生 す る 電 圧 を 検 出 す る 電 圧 検 出 手 段 と 、
　 前 記 燃 料 電 池 の 燃 料 残 量 を 検 出 す る 燃 料 残 量 検 出 手 段 と 、
　 前 記 燃 料 電 池 の 酸 化 剤 濃 度 を 検 出 す る 酸 化 剤 濃 度 検 出 手 段 と 、
　 前 記 電 圧 検 出 手 段 、 前 記 燃 料 残 量 検 出 手 段 、 ま た は 酸 化 剤 濃 度 検 出 手 段 の 検 出 結 果 に 基
づ い て 、 前 記 燃 料 電 池 の 状 態 を 判 定 す る 判 定 手 段 と 、
　 前 記 判 定 手 段 の 判 定 結 果 に 基 づ い て 、 前 記 酸 化 剤 濃 度 を 大 き く す る た め に 、 酸 化 剤 を 補
給 す る 酸 化 剤 補 給 手 段 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 酸 化 剤 補 給 手 段 は 、 前 記 電 子 機 器 に 形 成 さ れ た 通 気 孔 か ら 酸 化 剤 透 過 膜 を 介 し て 、
前 記 酸 化 剤 と し て 空 気 を 補 給 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 前 記 通 気 孔 は 、 ス ピ ー カ を 取 り 付 け る た め の フ レ ー ム に 開 け ら れ た 孔
で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 電 子 機 器 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 燃 料 電 池 を 電 源 に 使 用 す る 電 子 機 器 の 動 作 制 御 方 法 に お い て 、
　 前 記 燃 料 電 池 が 発 生 す る 電 圧 を 検 出 す る 電 圧 検 出 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 燃 料 電 池 の 燃 料 残 量 を 検 出 す る 燃 料 残 量 検 出 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 燃 料 電 池 の 酸 化 剤 濃 度 を 検 出 す る 酸 化 剤 濃 度 検 出 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 電 圧 検 出 ス テ ッ プ の 処 理 、 前 記 燃 料 残 量 検 出 ス テ ッ プ の 処 理 、 ま た は 酸 化 剤 濃 度 検
出 ス テ ッ プ の 処 理 に よ る 検 出 結 果 に 基 づ い て 、 前 記 燃 料 電 池 の 状 態 を 判 定 す る 判 定 ス テ ッ
プ と 、
　 前 記 判 定 ス テ ッ プ の 処 理 に よ る 判 定 結 果 に 基 づ い て 、 前 記 酸 化 剤 濃 度 を 大 き く す る た め
に 、 前 記 酸 化 剤 を 補 給 す る 酸 化 剤 補 給 ス テ ッ プ と 、
　 を 含 み 、
　 前 記 酸 化 剤 補 給 ス テ ッ プ の 処 理 は 、 前 記 電 子 機 器 に 形 成 さ れ た 通 気 孔 か ら 酸 化 剤 透 過 膜
を 介 し て 、 前 記 酸 化 剤 と し て 空 気 を 補 給 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 の 動 作 制 御 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 電 子 機 器 は 、 燃 料 電 池 が 発 生 す る 電 圧 を 検 出 す る 電 圧 検 出 手 段 と 、 燃 料
電 池 の 燃 料 残 量 を 検 出 す る 燃 料 残 量 検 出 手 段 と 、 燃 料 電 池 の 酸 化 剤 濃 度 を 検 出 す る 酸 化 剤
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濃 度 検 出 手 段 と 、 電 圧 検 出 手 段 、 燃 料 残 量 検 出 手 段 、 ま た は 酸 化 剤 濃 度 検 出 手 段 の 検 出 結
果 に 基 づ い て 、 燃 料 電 池 の 状 態 を 判 定 す る 判 定 手 段 と 、 判 定 手 段 の 判 定 結 果 に 基 づ い て 、
酸 化 剤 濃 度 を 大 き く す る た め に 、 酸 化 剤 を 補 給 す る 酸 化 剤 補 給 手 段 と を 備 え 、 酸 化 剤 補 給
手 段 は 、 電 子 機 器 に 形 成 さ れ た 通 気 孔 か ら 酸 化 剤 透 過 膜 を 介 し て 、 酸 化 剤 と し て 空 気 を 補
給 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 電 子 機 器 の 動 作 制 御 方 法 は 、 燃 料 電 池 が 発 生 す る 電 圧 を 検 出 す る 電 圧 検

出 ス テ ッ プ と 、 燃 料 電 池 の 燃 料 残 量 を 検 出 す る 燃 料 残 量 検 出 ス テ ッ プ と
、 燃 料 電 池 の 酸 化 剤 濃 度 を 検 出 す る 酸 化 剤 濃 度 検 出 ス テ ッ プ と 、 電 圧 検 出 ス テ ッ プ の 処 理
、 燃 料 残 量 検 出 ス テ ッ プ の 処 理 、 ま た は 酸 化 剤 濃 度 検 出 ス テ ッ プ の 処 理 に よ る 検 出 結 果 に
基 づ い て 、 燃 料 電 池 の 状 態 を 判 定 す る 判 定 ス テ ッ プ と 、 判 定 ス テ ッ プ の 処 理 に よ る 判 定 結
果 に 基 づ い て 、 酸 化 剤 濃 度 を 大 き く す る た め に 、 酸 化 剤 を 補 給 す る 酸 化 剤 補 給 ス テ ッ プ と
を 含 み 、 酸 化 剤 補 給 ス テ ッ プ の 処 理 は 、 電 子 機 器 に 形 成 さ れ た 通 気 孔 か ら 酸 化 剤 透 過 膜 を
介 し て 、 酸 化 剤 と し て 空 気 を 補 給 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ２ の 本 願 発 明 に お い て は 、 燃 料 電 池 が 発 生 す る 電 圧 が 検 出 さ れ 、 燃 料 電 池 の 燃 料 残 量
が 検 出 さ れ 、 燃 料 電 池 の 酸 化 剤 濃 度 が 検 出 さ れ 、 こ れ ら の 検 出 結 果 に 基 づ い て 、 燃 料 電 池
の 状 態 が 判 定 さ れ 、 判 定 結 果 に 基 づ い て 、 酸 化 剤 濃 度 を 大 き く す る た め に 、 酸 化 剤 が 補 給
さ れ る 。 ま た 、 電 子 機 器 に 形 成 さ れ た 通 気 孔 か ら 酸 化 剤 透 過 膜 を 介 し て 、 酸 化 剤 と し て 空
気 が 補 給 さ れ る 。
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